
数学１ ３章 一元一次方程式 「一次方程式の利用」 ＜準備問題①＞

組 番 名前

１ 次の問いに答えなさい。□

(１) ある数に１７をたしたら３０になります。ある数を求めなさい。

４ １
(２) ｍのテープがあります ｍずつ切ると，何本のテープができるか求めなさい。

５ １０

や お や

(３) 八百屋へ行き，１個５０円のみかんと１個１２０円のりんごを合わせて１５個買い，

１３８０円払いました。それぞれ何個ずつ買ったことになりますか。

(４) 四角形ＡＢＣＤがあり，ＡＢ＝ａ㎝，ＢＣ＝９㎝，ＤＡ＝５㎝ であり，角Ａ，角Ｂがともに

。 ， 。９０°になっています この四角形ＡＢＣＤの面積が４９㎝ であるとき ａの値を求めなさい
２

Ａ ５㎝ Ｄ

ａ㎝

Ｂ ９㎝ Ｃ



＜準備問題①・解答＞数学１ ３章 一元一次方程式 「一次方程式の利用」

１□
(１) １３ (２) ８本 (３) みかん６個 リンゴ９個 (４) ７㎝

【解説】

(１) ある数をχとすると χ＋１７＝３０

χ＝３０－１７

χ＝１３

４ １ ４
(２) ÷ ＝ ×１０ ＝ ８ ８本

５ １０ ５

(３) みかんの数を χ個 とすれば リンゴは，(１５－χ)個

(みかんの代金)＋(リンゴの代金)＝１３８０円 だから

５０χ＋１２０(１５－χ)＝１３８０

５０χ＋１８００－１２０χ＝１３８０

５０χ－１２０χ＝１３８０－１８００

－７０χ ＝－４２０

χ＝６

みかん６個 リンゴは １５－６＝９ ９個

(４) 台形の面積の公式に与えられた数値，高さａ㎝を代入すると

(５＋９)ａ÷２＝４９

７ａ＝４９

ａ＝７ ７㎝



数学１ ３章 一元一次方程式 「一次方程式の利用」 ＜準備問題②＞

組 番 名前

(※ 下の問題では，等式で表すとき，まとめたりかっこをはずしたりする必要はありません。)

１ 次の文章にある数量において，等しい関係を等式で表しなさい。□

(１) １本χ円のバラ４本と５８０円の花びんを１個買うと，ちょうど９００円です。

(２) １０００円で，１本χ円のボールペンを９本買うと，おつりが１４５円です。

(３) 現在，花子さんは１２歳で，父は４６歳です。χ年後に父の年齢が花子さんの年齢の３倍に

なります。

２ １，３，５のような，連続する３つの奇数の和が５１になります。次の問いに答えなさい。□
(１) ３つの奇数のうち一番小さい奇数をχとして，等しい関係を等式で表しなさい。

(２) ３つの奇数のうちまん中の奇数をχとして，等しい関係を等式で表しなさい。



＜準備問題②・解答＞数学１ ３章 一元一次方程式 「一次方程式の利用」

１□
(１) ４χ＋５８０＝９００

(２) １０００－９χ＝１４５

(３) ３(１２＋χ)＝４６＋χ

【解説】

(１) (４本のバラの代金)＋花びんの代金＝９００円

(２) (１０００円)－(ボールペン９本の代金)＝おつり１４５円

(３) ３×(χ年後の花子の年齢)＝(χ年後の父の年齢)

２□
(１) χ＋(χ＋２)＋(χ＋４)＝５１

(２) (χ－２)＋χ＋(χ＋２)＝５１

【解説】

(１) 一番小さい奇数をχとすると次の奇数は(χ＋２) ，次は(χ＋４)

したがって

χ＋(χ＋２)＋(χ＋４)＝５１

(２) まん中の奇数をχとすれば，

小さい方の奇数は(χ－２) ，大きい方は (χ＋２)

したがって

(χ－２)＋χ＋(χ＋２)＝５１



数学１ ３章 一元一次方程式 「一次方程式の利用」 ＜基本問題＞

組 番 名前

１ 次の問いにおいて，一次方程式をつくり，答えを求めなさい。□

(１) ある数を２倍してから３を加えるところを，誤って２を加えてから３倍したために，答えが

７２になりました。正しく計算した答えを求めなさい。

(２) 家と駅の間を自転車で往復しました。行きは分速３００ｍ，帰りは分速４００ｍで走り，往復で

１４分かかりました。家と駅の間の道のりを求めなさい。

２ 次の比例式を解きなさい。□

(１) χ：１２ ＝ ２：３ (２) ７：５ ＝ χ：３０

χ
(３) (χ＋２)：(χ－４) ＝ ８：５ (４) ３：５ ＝ １０：

３



＜基本問題・解答＞数学１ ３章 一元一次方程式 「一次方程式の利用」

１□
(１) ４７ (２) ２４００ｍ

【解説】

(１) ある数をχとすると

３(χ＋２)＝７２ ある数２２だから正しい計算は

３χ＋６＝７２ ２２×２＋３＝４４＋３

３χ＝７２－６ ＝４７

３χ＝６６

χ＝２２

(２) 家と駅との道のりをχｍとすると

(行きにかかった時間)＋ (帰りにかかった時間) ＝ １４分

χ χ
＋ ＝１４

３００ ４００

両辺に１２００をかけて

４χ＋３χ＝１６８００

７χ＝１６８００

χ＝２４００ 答え ２４００ｍ

２□
(１) χ＝８ (２) χ＝４２ (３) χ＝１４ (４) χ＝ １８

【解説】

比例式では，内項の積＝外項の積であるから

(１) χ：１２＝２：３ (２) ７：５＝χ：３０

３χ＝１２×２ ５χ＝７×３０

３χ＝２４ ５χ＝２１０

χ＝８ χ＝４２

(３) (χ＋２)：(χ－４)＝８：５

５(χ＋２)＝８(χ－４)

５χ＋１０＝８χ－３２ －３χ＝－４２

５χ－８χ＝－３２－１０ χ＝１４

χ
(４) ３：５ ＝ ：１０

３
χ

５× ＝３×１０ 両辺を３倍して
３

５χ＝９０
５
χ＝３０ χ＝１８

３



数学１ ３章 一元一次方程式 「一次方程式の利用」 ＜応用問題①＞

組 番 名前

１ 次の問いにおいて，一次方程式をつくり，答えを求めなさい。□

(１) ある水族館の入館料は，子どもは大人より５００円安いです。太郎君は，家族で水族館に行き

ました。大人２人と子ども３人の合計の入館料は，６５００円でした。子ども１人と大人１人

の入館料を求めなさい。

(２) ５％の食塩水と８％の食塩水を混ぜて，７％の食塩水を６００ｇ作るには，それぞれ何ｇずつ

入れたらよいか求めなさい。

。 ， ，(３) 家から駅に向かって出発します 自転車で 毎時２０ｋｍの速さで行くと電車の発車時刻より

２０分前に駅に着きます。徒歩で，毎時５ｋｍの速さで行くと電車の発車時刻より１６分遅れ

て駅に到着します。家から駅までの道のりを求めなさい。

２ 次の問いに答えなさい。□

(１) 方程式を利用して次の問題を解き，答えを求めなさい。

１個２６０円のケーキをχ個買って５０円の箱に入れてもらったら，代金は３９５０円

になりました。ケーキの個数を求めなさい。

(２) スーパーマーケットで果物の買いものをします。果物の価格表の中から，２つを使って方程式

の問題を作りましょう。問題ができたら答えを求めなさい。

果物価格表 リンゴ １個 １２０円 バナナ １本 ３０円

みかん １個 ８０円 メロン １個 １０００円

レモン １個 ９０円 ｸﾞﾚｰﾌﾟﾌﾙｰﾂ１個 １００円



＜応用問題①・解答＞数学１ ３章 一元一次方程式 「一次方程式の利用」

１□
(１) 大人１６００円 子ども１１００円

(２) ５％の食塩水２００ｇ ８％の食塩水４００ｇ

(３) ４ｋｍ

【解説】

(１)大人の入館料を，χ円とすれば 子どもの入館料は，(χ－５００)円

(大人２人の入館料)＋(子ども３人の入館料)＝(６５００円)

２χ＋３(χ－５００)＝６５００

２χ＋３χ－１５００＝６５００

２χ＋３χ＝６５００＋１５００

５χ＝８０００

χ＝１６００ 大 人 １６００円

子ども １６００－５００＝１１００ 子ども １１００円

(２) ５％の食塩水をχｇとすれば ８％の食塩水は，(６００－χ)ｇ

食塩の量に着目して

（５％の食塩水の塩の量)＋(８％の食塩水の塩の量 )＝(７％の食塩水の塩の量)

０.０５χ＋０.０８(６００－χ) ＝６００×０.０７

０.０５χ＋４８－０.０８χ ＝４２

０.０５χ－０.０８χ＝４２－４８

－０.０３χ＝－６

χ＝２００ ５％の食塩水は２００ｇ

８％の食塩水は ６００－２００＝４００ ８％の食塩水は４００ｇ

(３) 家から駅までの道のりを，χｋｍ とする。

時間の関係から 差は２０分＋１６分の３６分

(自転車で行く時間)＋(時間の差３６分)＝(徒歩で行く時間)

χ ３６ χ
＋ ＝

２０ ６０ ５

両辺に６０をかけて分母をはらうと

３χ＋３６＝１２χ

３χ－１２χ＝－３６

－９χ＝－３６

χ ＝４ ４ｋｍ



２□
(１) １５個

(２) ≪解答例≫

リンゴとメロンをあわせて８個買いました。代金は２７２０円でした。

それぞれ何個買ったか求めなさい。

答え リンゴ６個 メロン２個

【解説】

(１) (ケーキχ個の代金)＋(５０円の箱代)＝ ３９５０円

２６０χ＋５０＝３９５０

２６０χ＝３９５０－５０

２６０χ＝３９００

χ＝１５ 答え １５個

(２) 例 リンゴとメロンをあわせて８個買いました。

代金は，２７２０円でした。それぞれ何個買ったか求めなさい。

リンゴをχ個とすると メロンは，(８－χ)個

１２０χ＋１０００(８－χ)＝２７２０

１２０χ＋８０００－１０００χ＝２７２０

１２０χ－１０００χ＝２７２０－８０００

－８８０χ＝－５２８０

χ＝６

メロンは，８－６＝２

答え リンゴ６個 メロン２個



数学１ ３章 一元一次方程式 「一次方程式の利用」 ＜応用問題②＞

組 番 名前

１ 「ある中学校の今年度の卓球部の部員数は，男子と女子合わせて５７人でした。これは，昨年度□
と比べて，男子は２０％増え，逆に女子は１０％減りましたが，男子女子合わせて２名増えまし

た 」。

この問題について次の問いに答えなさい。

(１) 昨年度の男子の部員数をχ人とします。昨年度の女子の部員数をχを使った式で表しなさい。

(２) 方程式を作り，昨年度の男子の部員数と女子の部員数を求めなさい。

２ 「自動車でＡ市から，Ｂ町までを往復しました。行きは，時速４０㎞で行き，帰りは時速５０㎞□
でもどったところ，ちょうど９時間かかりました 」この問題について，次の２通りの方法で，Ａ。

市からＢ町までの道のりを求めなさい。

(１) Ａ市からＢ町までの道のりをχ㎞として方程式を作り，道のりを求めなさい。作った方程式も

書きなさい。

(２) 行きにかかった時間をχ時間として方程式を作り，道のりを求めなさい。作った方程式も書き

なさい。

(３) 時間，道のり，速さを変えて問題を作り，方程式を使って答えを求めなさい。

 【思・判・表】

 【思・判・表】



＜応用問題②・解答＞数学１ ３章 一元一次方程式 「一次方程式の利用」

１□
(１) ５５－χ

(２) 男子２５名 女子３０名

【解説】

(１) 昨年度の男子部員数をχ人とすると，昨年度は今年度の男子女子合計の部員数よ

り２名少ないので５５名である。したがって，昨年度の女子の部員数は，５５－χ

人となる。

(２) 今年度の部員数の式を作ると

(今年度の男子の部員数)＋(今年度の女子の部員数)＝５７名より

１.２χ＋０.９(５５－χ)＝５７

これを解くと

１.２χ＋０.９×５５－０.９χ＝５７

１.２χ＋４９.５－０.９χ＝５７

１.２χ－０.９χ＝５７－４９.５

０.３χ＝７.５

χ＝２５

よって，女子は５５－２５＝３０

答え 男子２５名 女子３０名

２□
χ χ

(１) ＋ ＝９ これを解くと χ＝２００ 道のり２００㎞
４０ ５０

(２) ４０χ ＝ ５０(９－χ) これを解くと χ＝５

行きに５時間だから 道のりは，４０×５＝２００ 道のり２００㎞

(３) ＜解答例＞

自転車で，家と学校を往復しました。行きは時速１０㎞で，帰りは時速１５㎞で帰り

ました。時間は，往復で１時間かかりました。

家と学校までの道のりを求めなさい。

答え 道のり６㎞

【解説】

(１) 市から 町までの道のりをχ㎞とするとA B

行きにかかった時間＋帰りにかかった時間＝９時間 から

χ χ
＋ ＝９

４０ ５０

両辺 に２００をかけて分母を払うと



５χ＋４χ＝１８００

９χ＝１８００

χ＝２００ 答え ２００㎞

(３) 行きにかかった時間をχ時間とすると，帰りは，(９－χ)時間となる。

距離の式から

４０χ＝５０(９－χ)

４０χ＝４５０－５０χ

４０χ＋５０χ＝４５０

９０χ＝４５０

χ＝５ 行き５時間 帰り４時間

したがって 距離は， 速さ×時間 から

行き ４０×５ ＝ ２００

帰り ５０×４ ＝ ２００ 答え ２００㎞

(３)【問題例】

自転車で，家と学校を往復しました。行きは時速１０㎞で，帰りは

時速１５㎞で帰りました。時間は，往復で１時間かかりました。

家と学校までの道のりを求めなさい。

～解答～

家と学校までの道のりをχ㎞とすると

χ χ
＋ ＝１

１０ １５

両辺に３０をかけて

３χ＋２χ＝３０

５χ＝３０

χ＝６ 答え ６㎞


